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中
井
履
軒
作
、
象
紐
の
印
よ
り
出
発
し
て

中
井
履
軒
作
、

象
紐
の
印
よ
り
出
発
し
て

享

保

来

航

の

象

懐
徳
堂
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
最
近
納
め
ら
れ
た
中
井
履
軒
が
作

っ
た
象
の
紐
の
陶
印
を
見
て
、
疑
問
が
浮
か
ん
だ
。
そ
れ
は
、
履

軒
は
象
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

か
ね
て
か
ら
、
江
戸
時
代
の
象
に
は
関
心
が
あ
っ
た
の
で
、
こ

の
疑
問
に
触
発
さ
れ
て
、
今
の
段
階
で
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
書

き
、
識
者
の
更
な
る
教
示
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

履
軒
の
作
っ
た
と
い
う
象
の
陶
印
は
四
顆
で
、
他
に
も
木
印
が

一
顆
あ
り
（
口
絵
図
版
一
）
、
ま
こ
と
に
愛
く
る
し
く
、
象
の
真
の

姿
を
よ
く
写
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
果
し
て
実
物
を
見
た
の
か

し
ら
と
首
を
か
し
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
理
由
と
い
う
か
、
或
い
は
本
稿
の
要
を
得
た
結
論
と

い
う
か
、
い
ず
れ
と
も
い
え
る
文
章
が
、
竹
山
•
履
軒
の
師
五
井

蘭
洲
の
『
苓
話
』
の
中
に
あ
る
の
で
、
ま
ず
そ
れ
を
引
用
す
る
。

日
本
人
の
か
け
る
虎
の
画
は
、
も
ろ
こ
し
の
を
見
て
う
つ
す
な

ら
ん
、
い
づ
れ
も
た
け
き
さ
ま
な
り
。
享
保
の
初
年
に
、
南
蛮

よ
り
象
を
貢
し
け
り
。
諸
人
あ
ま
ね
く
真
象
を
見
て
、
こ
れ
迄

の
象
の
図
の
よ
か
ら
ぬ
を
し
る
。
虎
の
行
は
如
病
、
鷹
の
立
は

如
眠
と
あ
れ
ば
、
虎
も
た
け
く
か
く
は
誤
な
ら
ん
。

享
保
の
初
年
に
真
象
が
来
た
の
を
見
て
、
そ
れ
ま
で
の
象
の
図

が
本
物
と
は
違
う
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
享
保
の
初

年
に
象
が
来
た
と
い
う
話
は
、
日
中
動
物
交
流
史
上
、
昭
和
の
パ

ン
ダ
に
匹
適
す
る
有
名
な
話
で
、
私
も
日
中
交
流
の
秘
話
と
し
て

(
1
)
 

紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
中
学
校
で
社
会
科
を
教
え
て
い
る
卒

業
生
に
よ
る
と
教
科
書
の
教
師
用
参
考
書
の
封
建
社
会
の
解
体
の

(
2
)
 

と
こ
ろ
に
、
お
話
の
タ
ネ
と
し
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
そ
う

だ
か
ら
、
中
学
生
の
中
に
は
聞
き
知
っ
た
子
が
居
る
か
も
知
れ

大

庭

脩



ぬ
。
そ
こ
で
簡
単
に
要
項
を
し
る
す
。

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
十
二
月
、
将
軍
徳
川
吉
宗
は
長
崎

に
来
航
し
て
い
る
中
国
船
の
商
人
に
象
を
つ
れ
て
来
る
よ
う
に
命

じ
、
午
三
十
八
番
東
京
船
船
頭
呉
子
明
が
引
き
受
け
て
翌
年
四
月

二
十
九
日
に
帰
帆
し
た
。
東
京
（
ト
ン
キ
ン
）
船
は
ベ
ト
ナ
ム
の

ハ
ノ
イ
か
ら
来
た
船
で
あ
る
。
そ
し
て
明
け
て
享
保
十
三
年
六
月

十
三
日
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
イ
フ
ォ
附
近
、
当
時
の
広
南
出
港
の
船

が
、
お
す
・
め
す
二
頭
の
象
を
積
ん
で
長
崎
に
入
港
し
た
。
船
頭

は
鄭
大
威
、
こ
の
年
、
申
歳
の
第
十
九
番
目
の
船
な
の
で
申
十
九

番
広
南
船
と
よ
ば
れ
た
。
と
こ
ろ
が
九
月
十
一
日
、
雌
象
は
舌
に

は
れ
も
の
が
で
き
て
死
ん
で
し
ま
い
、
一
匹
残
っ
た
七
歳
の
雄
象

は
享
保
十
四
年
三
月
十
三
日
に
長
崎
を
出
発
し
、
二
十
二
日
に
下

関
、
四
月
十
八
日
兵
庫
、
十
九
日
尼
崎
、
二
十
日
大
坂
を
経
て
ニ

十
五
日
伏
見
に
つ
き
、
二
十
六
日
京
都
に
入
る
。
四
月
二
十
八
日

に
御
所
に
ひ
い
て
霊
元
天
皇
・
中
御
門
上
皇
に
お
見
せ
し
、
更
に

東
下
し
て
五
月
二
十
五
日
に
江
戸
到
着
、
浜
御
殿
に
入
れ
、
二
十

七
日
、
吉
宗
は
大
広
間
車
よ
せ
に
出
て
桜
田
門
か
ら
ひ
い
て
き
た

象
を
見
た
。
享
保
十
五
年
六
月
晦
日
、
御
用
済
と
い
う
こ
と
で
中

野
村
源
助
ほ
か
二
名
に
預
け
ら
れ
、
寛
保
二
年
十
二
月
十
一
日
、

中
野
村
で
病
死
し
た
。
第
二
次
大
戦
中
ま
で
中
野
に
象
の
骨
を
埋

ん
だ
塚
が
あ
っ
た
と
い
う
。

中
井
履
軒
作
、
象
紐
の
印
よ
り
出
発
し
て

こ
の
時
長
崎
か
ら
江
戸
ま
で
の
長
距
離
を
七
十
余
日
に
わ
た
っ

て
旅
行
し
、
江
戸
で
は
十
二
年
ば
か
り
生
存
し
て
い
た
の
で
あ
る

か
ら
、
多
く
の
日
本
人
が
活
き
た
象
を
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ

た
。
蘭
洲
の
『
客
話
』
に
い
う
象
は
こ
の
象
で
あ
る
。

五
井
蘭
洲
は
享
保
十
二
年
、
懐
徳
書
院
の
助
教
か
ら
江
戸
に
遊

び
、
十
六
年
に
津
軽
侯
の
辟
に
応
じ
て
元
文
四
年
に
大
坂
に
帰
る

ま
で
津
軽
藩
儒
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
彼
が
享
保
の
象
を
見
た

の
は
大
坂
を
通
過
し
た
時
で
は
な
く
、
江
戸
に
お
い
て
で
あ
る
。

江
戸
時
代
及
び
そ
れ
以
前
に
お
い
て
、
象
が
日
本
に
渡
来
し
た
(
3
)
 

こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
高
島
春
雄
氏
の
『
動
物
渡
来
物
語
』

に
よ
る
と
、
日
本
に
生
き
た
象
が
来
た
の
は
、
慶
永
十
五
年
（
一

四
0
八
）
に
若
狭
へ
、
ま
た
同
年
六
月
二
十
二
日
に
若
狭
へ
着
い

た
南
蛮
船
か
ら
、
時
の
将
軍
足
利
義
持
へ
黒
象
一
匹
が
寄
進
さ
れ

た
。
こ
の
黒
象
は
義
持
が
朝
鮮
国
へ
大
蔵
経
を
求
め
た
時
に
朝
鮮

へ
贈
ら
れ
、
こ
れ
が
朝
鮮
へ
の
象
の
初
渡
で
あ
る
と
い
う
。
次
に

天
正
二
年
(
-
五
七
四
）
七
月
に
明
船
が
博
多
へ
象
と
虎
を
、
翌

年
同
じ
く
明
船
が
盟
後
の
臼
杵
に
来
て
象
を
虎
、
孔
雀
と
共
に
大

友
義
鎮
に
贈
り
、
そ
し
て
疫
長
二
年
（
ニ
ハ

0
二
）
に
は
交
趾
か

ら
虎
．
孔
雀
と
と
も
に
象
一
匹
が
徳
川
家
康
に
贈
ら
れ
た
。
そ
れ

で
享
保
の
象
は
第
六
回
目
の
渡
来
に
当
る
と
い
う
。
第
七
回
目
は

文
化
十
年
(
-
八
ニ
―
-
）
六
月
二
十
八
日
に
オ
ラ
ン
ダ
船
が
積
ん



(
5
)
 

五
井
蘭
洲
の
新
題
和
歌
百
首
の
中
に
象
の
歌
が
あ
る
。

象

中
井
履
軒
作
、
象
紐
の
印
よ
り
出
発
し
て

で
来
て
将
軍
へ
献
上
し
た
い
旨
申
し
入
れ
た
が
、
老
中
評
議
の
末

(
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時
節
柄
無
用
と
謝
絶
、
第
八
回
目
は
文
久
三
年
(
-
八
六
―
―
-
）
四

月
に
ア
メ
リ
カ
商
船
シ
タ
ン
号
が
横
浜
に
齋
ら
し
、
江
戸
西
両
国

で
見
世
物
に
し
、
翌
々
年
に
は
大
坂
で
も
見
せ
た
。
決
し
て
し
ば

し
ば
渡
来
し
た
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
享
保

の
象
の
渡
来
は
甚
だ
重
要
な
、
そ
し
て
珍
ら
し
い
事
件
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

新
題
和
歌
百
首
と
百
首
詩

も
ろ
こ
し
に
お
ひ
ぬ
も
の
か
ら
海
山
を
こ
え
て
き

さ
て
ふ
文
字
も
作
り
し

象
ハ
南
方
交
趾
占
城
等
の
産
物
也
象
の
文
字
は
即
象
の
形
を

其
ま
4

文
字
に
か
た
と
り
た
り
と
い
ふ

「
海
山
を
こ
え
て
き
さ
」
と
い
う
句
に
、
享
保
に
来
た
象
を
意

識
し
て
い
る
こ
と
が
察
し
ら
れ
る
。

こ
の
蘭
洲
の
新
題
和
歌
百
首
に
対
し
、
川
井
桂
山
、
加
藤
竹
里

が
そ
れ
ぞ
れ
和
し
て
い
る
。
桂
山
は

金
門
口
は
過
ぬ
る
こ
と
に
お
ろ
か
み
て

い
や
あ
る
き
さ
の
い
や
を
し
ぞ
思
ふ

竹
里
は

咲
く
花
の
長
き
日
あ
か
ぬ
な
か
め
よ
り

山
ハ
き
さ
て
ふ
名
に
や
立
け
ん

と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
中
井
竹
山
は
和
歌
新
題
百
首
詩
を
作

り
、
和
し
た
。
そ
の
序
に

蘭
洲
先
生
嘗
自
撰
倭
歌
新
題
一
百
賦
之
。
川
井
子
和
加
藤
子
常

及
先
人
績
和
焉
。
先
生
命
積
善
作
詩
以
附
之
。
未
及
卒
業
「
會

先
人
寝
疾
侍
養
周
年
経
至
易
簑
」
。
既
應
命
卒
業
但
以
題
為
和

歌
設
也
。
係
詩
家
熟
題
者
。
居
十
之
―
二
゜
乃
欲
別
賦
和
歌
題

為
乎
詩
者
二
十
首
賀
諸
巻
尾
。
而
未
遣
云
゜

宝
暦
丁
丑
之
冬
積
善
識

と
し
、
宝
暦
七
年
の
年
記
が
あ
る
。
そ
し
て
竹
山
の
象
の
詩
は
、

長
鼻
高
形
獣
、
航
来
享
保
年
、
常
時
我
生
晩
、
但
見
画
図
偲

と
あ
り
、
生
ま
れ
る
の
が
遅
く
て
享
保
の
年
に
は
間
に
あ
わ
ず
、

画
図
で
し
か
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
と
い
う
、
何
だ
か
言
訳
に

終
始
し
て
い
る
よ
う
な
詩
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
写
本
は
懐
徳
堂
文

庫
・
小
天
地
閣
叢
書
の
も
の
で
あ
る
が
、
‘i

序
文
中
「
」
に
囲
ん

だ
部
分
は
異
筆
で
、
時
を
違
え
て
竹
山
が
書
き
入
れ
た
も
の
で
最

初
の
稿
本
ら
し
く
見
え
、
同
文
庫
の
「
新
田
文
庫
」
の
印
の
あ
る

写
本
は
、
序
文
が

蘭
洲
先
生
嘗
自
撰
倭
歌
新
題
一
百
賦
之
、
川
井
子
和
加
藤
子
常

ニ
四



及
先
人
綬
和
焉
。
先
生
令
善
作
詩
以
附
之
。
筈
受
巻
買
諸
几
間

時
得

―
二
随
投
腕
中
、
以
其
属
餘
事
不
甚
専
意
。
中
丁
家
眼
、

際
棄
有
歳
、
頃
日
餘
暇
偶
也
稿
、

既
獲
数
十
首
、
乃
急
探
枯

腸
、
党
以
卒
編
、
但
以
題
為
和
歌
設
也
渉
詩
家
熟
題
者
慨
十
数

首
、
乃
欲
別
賦
和
歌
題
瞼
乎
詩
者
二
十
篇
附
之
巻
尾
以
胎
好
事

者
未
迫
云
辛
巳
九
月
栢
善
識

と
あ
っ
て
、
辛
巳
は
お
そ
ら
く
宝
暦
十
一
年
で
あ
ろ
う
。
こ
ち
ら

の
方
の
象
の
詩
は
、

曽
聴
充
痰
貢
、
航
来
享
保
年
、
高
形
輿
長
松
、
徒
作
太
平
惹

と
し
、
更
に
白
香
山
象
詩
、
長
昇
高
形
出
獣
倫
と
い
う
双
行
の
注

を
加
え
て
い
る
。
白
楽
天
の
象
の
詩
も
見
つ
け
、
自
分
の
詩
も
推

敵
し
て
面
目
を
一
新
し
て
精
進
の
あ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

る。

し
か
し
私
に
は
、
詩
の
良
し
悪
し
よ
り
も
、
自
分
は
享
保
の

象
を
見
て
い
な
い
と
い
う
竹
山
の
語
り
の
方
が
大
切
で
あ
る
。
享

保
十
五
年
に
竹
山
は
生
ま
れ
、
履
軒
は
十
七
年
に
生
ま
れ
た
。
象

が
道
中
を
し
た
十
四
年
に
は
、
彼
等
は
生
ま
れ
て
は
い
な
か
っ
た

の
で
あ
る

で
は
文
化
十
年
に
来
た
象
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
。
文
化
十
年

は
一
八

ニ
―一
年
、
竹
山
は
文
化
四
年
、

一
八

0
四
年
に
死
に
、
履

軒
は
文
化
十
四
年
、

一
八
一
七
年
に
八
十
六
歳
で
死
ん
で
い
る
。

文
化
の
象
は
長
崎
へ
来
た
だ
け
で
終
っ
た
の
で
、
大
坂
の
人
が
見

中
井
履
軒
作
、
象
紐
の
印
よ
り
出
発
し
て

二
五

る
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
と
に
か
く
殷
軒
の
方
は
存
命
で
あ
っ

こ。t
 記
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た
と
え
真
の
象
を
見
る
こ
と
が
な
く
と
も
、
文
化
の
象
の
姿
は

版
画
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
、
見
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

神
戸
市
立
博
物
館
に
所
蔵
す
る
「
阿
蘭
陀
船
持
渡
牝
象
」
の
版
画

は
、
同
館
の
絵
葉
船
に
も
な
り
、
最
も
有
名
な
も
の
で
あ
ろ
う

（
図
1
)。
左
側
を
頭
に
し
て
象
の
横
側
の
姿
が
画
か
れ
、

黒
人

の
象
使
い
が
敷
物
を
敷
い
て
ま
た
が
り
、
上
部
に

文
化
十
酉
年
六
月
廿
八
日
入
津
、
阿
閾
陀
船
持
渡
牝
象
乙
匹
、

景
目
凡
千
七
百
斤
、
謁
サ
七
尺
頭
ョ
リ
尾
マ
テ
、
長
サ
七
尺
五 図1 文化の象版画 神戸市博物館蔵
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図2 文化の象阪画 大庭脩蔵

中
井
履
軒
作
、
象
紐
の
印
よ
り
出
発
し
て

寸
、
前
足
一
＿
＿尺
五
寸
、
後
足
一二
尺
、
足
廻
リ
一
＿
＿
尺
、
鼻
長
サ
五

尺
余
、
尾
長
サ
五
尺
、
歳
五
ツ
、
出
所
セ
イ
ロ
ン
、
飼
方
、
米

六
升
余
、
茅
一＿
＿
荷
余
、
甘
庶
百
本
、
蜀
黍
、
糖
一
斤
余
、
水
、

若
病
ア
ル
片

ハ
酒
一
升
五
合
二
水
ヲ
加
へ
朝
タ
ニ
用
ナ
リ

と
説
明
を
忠
く
。

家
蔵
の
版
画
も
同
巧
で
あ
る
が
、
横
長
に
と
り
、
象
の
頭
は
右

側
に
あ
り
、
黒
人
の
象
使
が
や
は
り
敷
物
を
敷
い
て
ま
た
が
っ
て

い
る
が
、
服
装
は
違
う
（
図
2
)。
説
明
は
右
側
に
あ
っ
て
、

文
化
十
年
酉
六
月
廿
七
日
入
津
ヲ
ラ
ン
ダ
船
ョ
リ
連
渡
象
歳

五
歳

高
サ
六
尺
五
寸
頭
ョ
リ
尾
際
迄
七
尺
前
足
＝
＿尺

後
足
二
尺
五
寸
足
廻
リ
ニ
尺
五
寸
恥
長
サ
三
尺
五
寸
尾

長
サ
四
尺
五
寸
爪
二
寸
計
生
出
所
ペ
ン
ガ
ラ

と
狙
き
、
寸
法
は
概
し
て
小
ぶ
り
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
象
の
体

つ
き
も
表
情
も
よ
く
似
て
い
て
、
同
一
の
実
物
を
写
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

享
保
の
象
に
関
す
る
文
献

享
保
の
象
に
関
し
て
は
多
く
の
文
献
が
残
っ
て
い
る
。

そ
の
大
体
の
経
過
を
要
領
よ
く
ま
と
め
た
も
の
は
、

『
通
航

一

党
』
巻
一
七
五

・
一
七
六
、
安
南
国
部
五

・
六
の
「
御
所
望
象
始

末
」
で
、

一
七
五
が
長
崎
到
着
と
長
崎
滞
留
時
、
一
七
六
は
長
崎

二
六



か
ら
江
戸
迄
の
道
中
と
江
戸
到
着
後
の
始
末
で
あ
る
。
そ
の
中
で

長
崎
か
ら
江
戸
ま
で
の
道
中
の
途
次
に
村
々
で
送
迎
を
し
た
記
録

(
5
)
 

が
村
方
文
書
に
残
っ
て
い
る
が
、
『
承
寛
雑
録
』
に
「
象
志
、
馴

象
集
等
出
来
の
よ
し
な
り
」
と
い
う
象
に
関
す
る
書
物
が
出
版
さ

れ
た
。
奥
田
士
亨
（
三
角
）
の
馴
象
記
に
よ
れ
ば
、

ニ
メ

9

9

9

ワ

ー

ー

シ

9

9

9

既
而
都
下
坊
ー
市
或
図
1

一
其
状
一
或
塑
1

一
其
像
一
売
概
伝
玩
不
レ
可
1

-

テ

勝
ー
紀
云
塁
因
致
レ
富
者
―

と
記
し
て
い
る
。
そ
の
奥
田
一
二
角
の
馴
象
記
の
収
め
ら
れ
て
い
る

『
詠
象
詩
』
と
い
う
書
物
自
体
が
き
わ
も
の
の
―
つ
で
、
余
り
他

人
を
批
難
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
の
で
あ
る
。

『
詠
象
詩
』
は
全
十
五
丁
、
享
保
己
酉
新
刊
、
京
兆
、
書
雖
二

酉
斎
蔵
版
と
あ
り
、
ま
さ
し
く
象
の
道
中
の
あ
っ
た
年
、
今
出
川

大
納
言
公
詮
の
「
闘
庭
観
馴
象
」
と
題
す
る
七
言
律
を
筆
頭
に
高

辻
中
納
言
総
長
以
下
六
人
の
公
卿
、
伊
藤
長
胤
東
涯
以
下
十
一
人

の
詩
が
あ
り
、
奥
田
三
角
の
「
馴
象
記
」
が
あ
っ
て
七
丁
目
を
終

え
る
。
八
丁
以
下
は
補
遺
と
し
、
随
得
便
録
と
し
て
江
村
若
虚
宗

実
以
下
二
十
二
人
の
詩
文
を
八
丁
に
わ
た
っ
て
載
せ
て
い
る
。
従

っ
て
、
三
角
の
「
享
保
己
酉
夏
五
月
書
二
於
京
師
古
義
書
院
」
で

結
ば
れ
た
馴
象
記
で
終
る
七
丁
本
が
、
象
の
京
都
通
過
後
す
ぐ
に

刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
じ
く
享
保
十
四
己
酉
歳
五
月
吉
と
し
、
白
梅
園
の
述
、
書
雖

中
井
履
軒
作
、
象
紐
の
印
よ
り
出
発
し
て

二
七

ほ
押
小
路
通
富
小
路
角
、
安
田
万
助
が
出
版
の
『
霊
象
貢
珍
記
』

と
い
う
書
が
あ
る
。
全
六
丁
、
柱
の
下
部
に
二
酉
斎
の
文
字
の
陰

刻
が
あ
る
点
、
書
型
が
縦
ニ
ニ
・
八
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
一
セ
ン

チ
、
小
菊
の
陰
刻
を
散
ら
し
た
紺
表
紙
、
題
緩
は
二
重
の
枠
と
、

詠
象
詩
と
全
く
同
様
の
こ
の
書
、
恐
ら
く
前
者
も
安
田
万
助
の
刊

行
な
の
で
あ
ろ
う
。
家
蔵
の
『
霊
象
貢
珍
記
』
は
題
銭
の
上
半
を

欠
く
が
、
残
っ
て
い
る
下
半
は
「
来
歴
」
と
見
え
る
の
で
、
「
霊

象
来
歴
」
と
か
「
象
之
来
歴
」
と
か
い
う
題
鍼
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
文
章
は

そ
れ
象
の
字
た
る
や
六
書
の
中
に
と
り
て
は
象
形
と
す
、
許
慎

の
い
わ
く
…
…

に
始
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
象
の
話
を
書
い
た
上
で
、

こ
と
し
享
保
十
三
戊
申
の
年
六
月
十
九
日
交
趾
国
よ
り
太
泥
船

に
乗
霊
象
を
貢
献
し
て
…
…
翌
十
四
年
己
酉
京
紀
に
赴
き
四
月

二
十
六
日
伏
見
よ
り
洛
に
入
り
、
同
し
き
二
十
八
日
禁
披
に
朝

し
冒
＝
天
覧
二
十
九
日
東
武
に
む
か
ふ
ま
こ
と
に
聖
代
の
光
り

あ
ま
ね
く
八
荒
に
溢
、
異
獣
訳
を
か
さ
ね
て
来
る
の
機
兆
と
云

と
結
ん
で
い
る
。
従
っ
て
、
京
で
象
を
見
て
以
後
に
刊
行
さ
れ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
江
戸
で
は
、
享
保
十
四
年
五
月
、
大
学
頭
林
信
充

の
序
、
六
月
松
会
堂
寿
梓
の
『
馴
象
編
』
が
信
充
、
信
智
（
確



中
井
履
軒
作
、
象
紐
の
印
よ
り
出
発
し
て

人
も
の
給
ヘ

軒
）
、
信
篤
（
鳳
岡
）
一
＿
一
人
の
詩
を
正
篇
に
、
信
充
以
下
二
十
六

人
の
詩
三
十
二
篇
を
附
編
に
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
信
充
ら
は
許
さ

れ
て
将
軍
に
陪
観
し
た
。

同
書
の
刊
記
に
は
「
馴
象
俗
談
追
付
出
之
」
と
予
告
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
『
馴
象
編
』
に

南
海
致
奇
獣
霊
通
且
可
馴
詭
形
当
殿
陛
臣
骰
感
星
辰

承
教
堪
為
舞
聴
言
欲
服
人
統
鳴
牙
偕
屈
拝
詭
鼻
麟
国

何
必
按
圃
籍
登
論
非
宝
珍
聖
朝
恩
澤
遍
長
此
不
焚
身

の
詩
を
の
せ
た
井
上
通
煕
の
著
で
あ
る
。

『
訓
象
俗
談
』
は
享
保
十
四
年
己
酉
夏
六
月
穀
旦
、
御
書
雖

松
会
堂
寿
梓
と
あ
り
、

爾
雅
に
、
南
方
の
美
な
る
者
は
梁
山
の
象
と

り
に
始
ま
っ
て
十
四
丁
、
色
々
の
古
典
か
ら
象
の
記
事
を
抜
き
、
訳

し
て
い
る
。
跛
文
が
あ
る
。

馴
象
俗
談
跛

ア

カ

是
歳
広
南
致
―
1

馴
象
一
我
9

9

ス

9

ツ

9

国
子
祭
酒
林
先
生
献
レ
詩
賀
レ
之
且
命
―
―
通
熙
1

日
方
ー
今
四
ー
海
謳

順
1

-

カ
ラ
5

一
メ

テ

ス

ヲ

テ

，

‘

徳
意
一
外
ー
邦
来
貢
1

一
奇
獣
函
言
是
之
時
一
都
ー
邑
閻
ー
里
坐
而

ル

9

ノ

た

ス

ト

ノ

9

モ

＾

ク

＾

ス

ル

1

ノ

9

観
レ
之
者
雖
レ
感
―
―
其
脆
貌
巨
体
—
然
或
未
レ
能
レ
信
―
—
其
聴
ヒ
言

ノ

フ

ス

ル

l

-

9

七

＾

ル
1

9

ノ

5

一
―
-

9

ノ

承
＞
教
也
是
ー
故
為
1

面
炉
之
者
蔽
盟
堅
其
由
乙
沙
之
以
―
―
俗
ー

9

ナ

ラ

ン

テ

ス

ノ

9

ツ

A
1
ノ

ケ

ル

語
一
則
可
通
熙
退
而
著
―
―
此
篇
—
且
述
下
所
レ
聞
1一
於

,

,

9

ジ

ノ

先
生
玉
翌
如
レ
此

従
っ
て
、
五
月
二
十
七
日
、
江
戸
城
に
象
が
来
て
以
後
、
至
急

に
作
っ
た
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
多
少
は
事
前
に
準
備

し
て
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
案
外
早
く
版
行
す
る
も
の
だ
と
思
う
。

『
象
志
』
と
い
う
書
が
あ
る
。
見
返
し
に
享
保
第
十
四
龍
集
己

酉
仲
夏
、
錐
、
梅
英
軒
、
寿
陽
堂
寿
梓
と
あ
り
、
末
尾
に
京
、
堀

川
通
仏
光
寺
下
ル
町
、
並
川
甚
三
郎
、
木
村
市
郎
兵
衛
、
江
戸
、

本
石
町
三
町
目
十
軒
店
、
植
村
藤
―
―
一
郎
、
大
坂
、
心
斎
橋
筋
淡
路

町
角
、
安
井
嘉
兵
衛
と
あ
る
。
本
文
全
十
八
丁
、
目
録
、
引
書
目

二
丁
、
最
初
に
は
訓
象
図
が
あ
り
、
縦
二
七
・
ニ
七
ン
チ
、
横
一

八
・
ニ
セ
ン
チ
、
片
仮
名
ま
じ
り
文
で
あ
る
。
本
文
の
最
初
に
、

ヒ

ン

ボ

ナ

ン

キ

ン

本
朝
享
保
十
三
年
戊
申
六
月
七
日
二
象
牝
牡
二
頭
南
京
人
持
来

ル
同
十
九
日
二
長
崎
十
善
寺
唐
人
旅
館
二
入
ル
、
是
レ
南
京
人

蛮
国
広
南
二
渡
リ
此
ノ
象
ヲ
求
来
レ
リ

よ
り
始
め
、
牡
、
牝
両
象
の
サ
イ
ズ
等
を
書
き
、
あ
と
に
此
、
牝

タ
ワ
ル
、

象
去
年
長
崎
二
於
テ
斃
ナ
リ
云
々
と
述
べ
て
い
る
が
、
牡
象
が

東
上
し
て
く
る
こ
と
は
書
い
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
原
稿
は
三
月

中
旬
以
前
に
成
っ
た
と
考
え
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
つ
づ
い
て

象

形

体

象

交

合

井

生

子

象

皮

象

牙

象

好

酒

象

象
肉

ニ
八



戦
天
竺
一
僧
感
普
賢
乗
白
象
な
ど
、
象
の
通
常
の
生
態
か
ら
歴

史
上
の
象
、
普
賢
菩
薩
と
象
な
ど
、
象
の
す
べ
て
を
紹
介
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
著
者
は
不
明
で
、
『
国
書
総
目
録
』
な
ど
も
所

蔵
者
は
多
く
掲
げ
て
い
る
が
、
著
者
名
は
欠
い
て
い
る
。
た
だ
家

ヵ

蔵
本
の
本
文
末
に
「
京
師
本
国
寺
塔
頭
智
善
院
撰
」
と
あ
る
。

『
象
志
』
の
末
葉
に
新
刊
書
予
告
が
で
て
い
る
。

象
の
み
つ
き
紐
鰐
賛

右
追
付
板
行
出
来
仕
候

『
象
の
み
つ
き
』
は
三
近
子
中
村
平
五
の
著
、
全
十
九
丁
、
享

保
十
四
年
己
酉
五
月
吉
旦
の
刊
、
書
陣
は
『
象
志
』
に
同
じ
で
あ

る
。
中
に
「
奉
天
門
馴
象
之
図
」
、
「
交
趾
象
山
」
、
「
住
螢
国
大

象
」
の
三
図
が
中
村
氏
の
自
筆
で
画
か
れ
、
そ
し
て
頭
初
に

こ

の

し

よ

じ

じ

よ

が

て

ん

ば

か

き

此
書
児
女
の
理
会
し
や
す
き
め
こ
と
葉
を
、
ひ
ら
た
く
書

て
、
い
さ
4

か
も
文
を
か
ざ
ら
ぬ
な
り
。

と
出
版
趣
旨
を
細
字
で
し
る
し
て
い
る
。
最
も
初
め
に
し
る
す
の

は
や
は
り
前
年
に
長
崎
に
来
た
象
の
話
で
あ
る
。

日
本
享
保
十
―
―
一
年
、
戊
申
の
六
月
七
日
、
異
国
よ
り
稚
育
の
象

を
牽
て
、
長
崎
十
善
寺
に
来
り
久
し
く
寺
中
置
、
翌
年
己
酉
の

五
月
、
関
東
へ
貢
献
す
。
時
に
、
と
し
七
歳
な
り
、
此
象
広
南

に
馴
て
、
母
象
の
乳
味
を
い
ま
だ
は
な
れ
ず
、
日
本
江
渡
す
事

を
聞
て
、
象
の
母
子
甚
だ
わ
か
れ
を
か
な
し
み
、
涙
を
流
せ

中
井
履
軒
作
、
象
紐
の
印
よ
り
出
発
し
て

二
九

り
。
其
時
広
南
人
、
日
本
ハ
神
国
と
い
ひ
て
、
け
っ
こ
う
な
る

こ

ふ

く

め

＜
 
土
地
な
り
と
い
ひ
含
し
か
ば
、
親
子
と
も
に
、
よ
ろ
こ
び
い
さ

む
事
か
ぎ
り
な
く
、
別
加
麟
マ
ふ
た
4

び
か
な
し
ま
ず
、
船

の
乗
り
場
ま
で
、
母
象
も
送
り
来
れ
り
と
、
唐
人
長
崎
に
て
語

れ
り
と
、
此
母
象
長
生
を
た
も
ち
、
長
さ
七
間
半
に
余
れ
り
と

い
ふ
。
象
は
霊
獣
、
の
国
に
ぎ
口
と
い
ふ
事
、
誠
な
る
か

な。こ
の
話
で
は
ヶ
い
さ
さ
か
も
文
を
か
ざ
ら
ぬ
な
り
ク
と
は
真
赤

な
い
つ
わ
り
で
、
象
の
子
別
れ
話
と
日
本
は
神
国
と
い
う
話
を
合

せ
、
他
書
に
見
ら
れ
ぬ
話
に
仕
立
て
て
あ
る
所
が
、
ま
さ
し
く

が

て

ん

溢
児
女
の
理
会
ク
の
為
な
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
享
保
十
四
年
に
多
く
の
象
に
関
ず

る
書
物
が
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
右
の
諸
書
は
こ
こ
二
十
余

年
の
間
、
目
に
ふ
れ
た
折
々
に
購
得
し
た
家
蔵
本
に
よ
っ
て
書
い

た
の
で
あ
っ
て
、
ま
こ
と
に
噸
惰
、
訪
書
確
認
す
べ
く
し
て
果
さ

ぬ
資
料
が
一
・
ニ
存
す
る
。
い
ず
れ
も
『
国
書
総
目
録
』
で
知
っ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
は
岡
山
大
学
池
田
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
享

保
十
三
年
の
、
「
象
追
之
広
南
人
申
趣
並
道
具
之
絵
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
享
保
十
三
年
に
来
航
し
た
象
に
は
、
渾
数
、
渾
綿
と

い
う
二
名
の
象
造
い
が
つ
い
て
居
り
、
そ
の
通
訳
と
し
て
湾
州
人

の
李
陽
明
、
広
東
人
の
陳
阿
印
が
居
た
。
象
が
長
崎
に
上
る
と
た



の
と
き
し
あ
れ
は
他
の
国
な
る
け
た
も
の
を

中
井
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軒
作
、
象
紐
の
印
よ
り
出
発
し
て

だ
ち
に
象
の
詳
細
を
象
遮
い
に
尋
ね
、
そ
の
説
明
の
内
容
を
書
き

上
げ
、
象
を
遣
う
道
具
の
絵
を
沿
え
て
江
戸
へ
報
告
を
し
た
こ
と

は
疑
い
な
く
、
池
田
文
庫
の
こ
の
資
料
は
そ
の
時
の
も
の
の
写
し

（
或
い
は
真
本
）
で
あ
ろ
う
。
道
具
と
は
、
『
通
航
一
覧
』
一
七

五
に
引
く
享
保
年
録
に
、
象
追
い
が
「
二
尺
の
鳶
口
を
手
縄
と
し

て
、
象
に
打
込
自
由
に
引
廻
し
申
候
」
と
あ
る
鳶
口
、
及
び
「
象

に
乗
な
が
ら
石
火
矢
打
放
し
可
申
道
具
持
参
候
」
と
あ
る
物
な
ど

で
あ
る
。
説
明
の
内
容
は
、
『
通
航
一
覧
』
刊
本
第
四
、
五
二
五

頁
上
段
後
半
の
「
一
象
品
々
有
」
以
下
五
二
九
頁
下
段
末
の
、

「
右
之
通
、
象
遣
ひ
候
広
南
人
申
候
、
以
上
、
申
七
月
、
長
崎
通

F

、詞
彰
城
藤
次
右
衛
門
」
と
あ
る
部
分
が
そ
の
も
の
で
あ
る
と
想

像
す
る
。
彰
城
藤
次
右
衛
門
は
御
用
通
事
の
筆
頭
人
で
、
多
く
の

重
要
な
物
を
訳
し
、
享
保
時
代
の
通
訳
中
の
代
表
的
な
人
物
で
あ

る
。
従
っ
て
、
尊
経
閣
文
庫
の
『
象
説
』
一
冊
は
、
著
者
が
彰
城

藤
次
右
衛
門
と
あ
る
か
ら
に
は
、
右
の
池
田
文
庫
の
史
料
と
同
一

の
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

象
を
賦
し
た
詩
は
先
述
の
『
詠
象
詩
』
に
集
め
ら
れ
て
い
る

が
、
和
歌
、
狂
歌
、
川
柳
な
ど
日
本
の
詩
歌
も
多
く
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
『
通
航
一
覧
』
に
引
く
『
承
寛
雑
録
』
は
、
霊
元
天
皇

け
ふ
こ
4

の
へ
に
見
る
ぞ
う
れ
し
き

中
御
門
上
皇
の

お
の
か
名
の
き
さ
ら
き
弥
生
夏
か
け
て

い
く
よ
ろ
つ
代
の
春
を
経
ぬ
ら
む

を
あ
げ
、
「
右
に
付
、
公
家
衆
詠
歌
多
く
」
と
述
べ
て
い
る
。
竹

柏
文
庫
に
収
め
る
享
保
十
四
年
と
す
る
『
象
の
歌
』
と
い
う
書
を

見
れ
ば
、
数
多
く
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

狂
歌
で
管
見
に
入
っ
た
も
の
は
、
浪
華
の
油
姻
斎
貞
柳
の
『
家

土
産
』
及
び
『
狂
歌
拾
遺
家
土
産
』
の
二
書
に
納
め
ら
れ
て
い
る

数
首
で
、
絵
が
つ
い
て
い
る
。
『
家
土
産
』
は
享
保
十
四
年
蘭
月

（
七
月
）
の
萬
笈
斎
桑
魚
の
跛
が
あ
り
、
同
月
の
刊
、
撰
者
、
大

坂
雛
屋
町
、
境
屋
四
良
兵
衛
、
出
版
者
は
南
渡
辺
町
の
桑
名
屋
甚

兵
衛
と
、
博
労
町
心
斎
橋
筋
の
誉
田
屋
久
兵
衛
で
あ
る
。
絵
は
貞

柳
と
お
ぼ
し
き
人
が
床
の
間
に
懸
け
た
象
の
軸
を
眺
め
て
居
り
、

画
象
讃
と
し
て
（
図
3
)

細
い
目
を
ふ
り
さ
け
見
れ
ハ
ふ
る
里
の

象
山
と
や
ら
に
出
し
月
か
も

と
あ
る
。
ま
た
、
「
象
真
行
草
の
吟
」
と
し
て

享
保
十
四
年
四
月
長
崎
よ
り
大
象
大
坂
に
来
る

真

9
イ

＾

ナ

お
し
あ
ふ
ハ
象
無
頼
な
る
見
物
と
な
れ
も
し
る
に
や
鼻
て
あ
し

10 
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カ
タ

又
や
見
ん
交
野
を
と
ふ
る
大
象
の
は
な
に
水
ち
る
夏
の
明
ほ
の

行め
つ
ら
し
と
は
な
の
あ
た
り
に
立
よ
る

ハ
夏
に
さ
く
ら
の
ふ
け

ん
そ
う
か
な

．

ウ

ド

ン

ゲ

優
盈
華
と
お
も
ふ
斗
に
大
象
の
は
な
待
ち
え
た
る
こ
と
し
嬉
し

ゃ
草

i
'
 

歯
ぬ
き
な
ら
で
他
の
国
よ
り
象
ぶ
覧
よ
う
／
＼
昇
で
ま
ん
ぢ
う

大
象
の
来
る

ハ
目
出
度
こ
と
し
か
な
一l
＿八
廿
四
孝
ミ
る
こ
そ

と
て
も
な
ら
ま
ひ
と
つ
牝
象
ひ
き
つ
れ
て
江
口
の
花
を
の
ら

せ
て
し
か
な

の
七
首
を
あ
げ
る
。

『
狂
歌
拾
造
家
土
産
』
は
天
地
二
冊、

宝
暦

八
戊
寅
年
仲
春
刊
、
浪
華
の
一
本
亭
松
濤
芙
蓉
の
撰
、
画
エ
、
浪

華
、
北
尾
雪
坑
斎
辰
宜
、
彫
エ
村
上
和
助
、

魯
林
は
京
寺
町
通
五

条
上
ル
額
田
正
一＿一郎
以
下
、

江
戸
、
西
村
源
六
、
大
坂
、
西
沢
庄

八
、
荒
木
佐
兵
衛
で
、
そ
の
地
巻
に

卒
保
十
四
己
酉
年
交
趾
国
よ
り
江
府
へ
象
一

匹
献
上
の
よ
し

か
ね
て
風
聞
あ
り
た
れ
ば

鼻
の
長
さ
十
丈
又
ハ
廿
丈
さ
う
い
は
ふ
な
ら

□し
や

見

ぬ

き

四
月
廿
日
大
坂
へ
着
し
京
都
へ
行
た
る
を
枚
方
梶
村
丹

ら
ふ
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治
宅
に
て
見
物
せ
し
に
わ
ら
一
束
を
昇
に
ま
き
て
水
に
ひ
た

し
身
に
そ
4
き
た
る
を
み
て

真
行
草
―――鉢

又
や
、ヽヽ
ん
か
た
の
を
通
る
大
象
の
は
な
に
水
ち
る
夏
の
明
ほ
の

大
象
の
は
な
乃
あ
た
り
は
よ
き
て
ゆ
け
子
共
つ
か
ら
に
か
け
ら

れ
や
せ
ん
大
坂
本
町
辺
を
通
り
た
る
に

大
象
も
ま
ん
ち
う
く
ひ
た
い
其
時
か
本
町
辺
を
通
り
こ
そ
す

れ

と
み
え
、
象
述
い
を
乗
せ
、

二
人
の
徒
立
ち
の
者
を
従
え
た
象
の

図
が
あ
る
（
図4
)。
竹
山
•

履
軒
が
生
ま
れ
て
い
た
な
ら
本
町

辺
で
こ
れ
を
見
た
筈
で
あ
る
。

江
戸
と
い
え
ば
芝
居
、
芝
居
と
い
え
ば
歌
舞
伎
十
八
番
で
、
象

引
が
あ
る
。
こ
れ
は
果
し
て
享
保
の
象
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か

が
気
に
か
か
る
所
で
あ
る
が
、
服
部
幸
雄
氏
の
「
象
引
考
証
」
に

よ
る
と
、
こ
の
芝
居
が
何
時
か
ら
演
じ
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
甚

だ
難
し
い
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
。
一
般
に
、
元
禄
十
四
年
正
月
に

中
村
屋
で
上
演
さ
れ
た
傾
城
王
昭
君
と
い
う
狂
言
で
、
初
代
市
川

団
十
郎
が
山
中
平
九
郎
と
象
を
引
合
う
場
面
が
象
引
の
は
じ
ま
り

と
い
う
説
が
あ
る
の
を
、
服
部
氏
は
そ
の
根
拠
は
な
い
と
さ
れ
、

ま
た
享
保
の
象
の
渡
来
に
刺
戟
さ
れ
て
、
二
代
目
団
十
郎
が
享
保

羞
i
f
,
Rで
杉
ぷ
令
ー
タ
i
し
訪
ゲ
ャ
み
1
‘

立
行
昇
．
之
れ

桑
ん
？
定
ぷ
予
念
？
れ
試
~
斎
塁
ぢ

ふ
裔
i
L
A
1
i
”
J汎
贔
け
み

g
に
ー
各
礼
や
ぇ

入
拉
ヤ
5
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ぶ
f
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？
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W
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図4 狂歌拾遣家土産の挿図



中
井
履
軒
作
、
象
紐
の
印
よ
り
出
発
し
て

•、ヽ

ぃ・人
秘
、
t
"
7
~
．．
 
＇し

り
ー
ー
、
や
？
”
と

ャヽ‘?‘.』

図5 当世影絵姿錢の象

年
間
に
演
じ
た
と
い
う
説
も
、
そ
の
根
拠
が
な
い
由
で
あ
る
。
狂

言
へ
の
反
映
は
証
拠
が
な
い
が
、
享
保
十
五
年
正
月
刊
の
役
者
評

判
記
「
役
者
美
男
尽
」
（
江
戸
之
巻
）
に
は
「
こ
の
人
の
芸
と
大

象
の
鼻
は
、
い
く
度
見
て
も
あ
か
ぬ
」
と
い
う
よ
う
な
市
川
団
十

郎
な
ど
の
評
文
の
中
に
大
象
の
見
立
て
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
由

(
7
)
 

で
あ
る
。
一
方
、
人
形
浄
瑠
璃
に
は
服
部
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
享

保
十
四
年
八
月
に
大
坂
竹
本
座
で
「
眉
問
尺
象
貢
」
が
演
じ
ら
れ

た
。
作
者
は
竹
田
出
雲
橡
、
長
谷
川
千
四
、

『
近
世
邦
楽
年
表
』

の
享
保
十
四
年
の
と
こ
ろ
に
は

眉
問
尺
象
貢

周
の
桓
帝
の
崩
後
そ
の
弟
破
輪
王
位
を
媒
奪

し
、
太
子
を
試
し
、
皇
太
后
を
犯
さ
ん
と
す
。
忠
臣
劉
英
、
蘭

r

、

良
等
之
に
対
抗
し
て
肝
謄
を
砕
く
。
干
将
莫
耶
の
子
に
眉
間
尺

と
い
へ
る
勇
士
あ
り
。
そ
の
両
親
の
鍛
へ
た
る
宝
剣
の
鋒
先
を

含
み
て
自
刻
し
、
首
実
検
の
場
に
於
て
こ
の
鋒
先
を
噴
き
か
け

て
破
輪
を
滅
す
。
外
題
ほ
今
年
四
月
交
趾
よ
り
象
を
貢
ぎ
た
る

を
当
込
み
た
る
に
て
、
作
中
に
も
象
献
上
の
条
あ
り
。

と
解
説
し
て
い
る
。
享
保
の
象
に
剌
戟
さ
れ
て
何
ら
か
の
形
で
象

の
姿
が
歌
舞
伎
の
舞
台
に
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

が
、
な
お
将
来
の
研
究
成
果
を
期
待
し
た
い
。

本
節
の
最
後
に
、
趣
向
と
い
う
点
で
二
つ
の
文
献
を
あ
げ
て
お

こ
う
。
そ
の
一
っ
は
影
絵
で
あ
る
。
享
保
十
五
年
正
月
に
刊
行
さ

れ
た
『
当
世
影
絵
姿
鏡
』
と
い
う
書
に
象
の
影
絵
が
あ
り
、

「大

し
合

象
、
ふ
と
ん
、
あ
し
ふ
ろ
敷
に
て
つ
4

ミ
」
と
解
説
が
あ
り
、
片

手
を
出
し
て
昴
に
し
て
い
る
（
図
5
)。
ま
た
、

『
作
物
趣
向
種
』

後
編
（
天
保
八
年
序
年
刊
）
な
る
書
に
象
と
象
奴
が
あ
り
、
胴
を

す
え
風
呂
、
頭
、
足
腰
を
ゆ
か
た
、
尾
は
手
ぬ
ぐ
い
、
爪
と
目
は

ぬ
か
ぶ
く
ろ
、
足
は
小
桶
、
葬
は
か
る
石
、
牙
を
て
つ
ぼ
う
で
作

ぉ

ざ

は

る
こ
と
に
し
て
あ
る
。
「
お
手
際
に
よ
い
加
減
な
る
風
呂
通
具
、

見
る
人
ご
と
に
お
そ
れ
入
ま
す
」
と
い
う
露
居
の
狂
歌
を
附
す

（
図
6
)。
江
戸
時
代
人
の
遊
び
心
と
象
の

人
気
を
し
め
す
例
で

あ
る
。

言



象の稲向趣物作6
 
図

3

藷

共

牧

L

入入

2
人
じ
ふ

ぉ

i
々
今
ふ

中
井
履
軒
作
、
象
紐
の
印
よ
り
出
発
し
て

前
節
で
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
家
土
産
』

『
狂
歌
拾
造
家
土

産
』
に
は
象
の
挿
図
が
あ
り
、
そ
の
他
の
象
の
文
献
に
も
挿
医
が

あ
っ
た
。
一
般
的
に
象
の
姿
を
画
い
た
絵
、
挿
図
に
つ
い
て
い
え
ば
、
仏

教
画
の
普
賢
菩
薩
像
は
普
賢
が
象
に
乗
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
必

(
8
)
 

ず
画
か
れ
、
さ
ら
に
円
山
応
挙
の
「
江
口
君
図
」
や
月
岡
雪
鼎
の

(
6
)
 

「
見
立
普
賢
菩
薩
」
図
も
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
俯
教
の
方
で
も
必
ず
象
が
出
て
く
る
の
は
二
十

四
孝
図
の
舜
の
図
で
あ
る
。
舜
が
継
母
や
父
、
弟
に
い
じ
め
ら
れ

独
り
で
田
を
耕
し
て
い
た
所
、
そ
の
孝
心
が
天
地
を
動
か
し
、
象

が
来
て
耕
や
し
、
烏
が
く
だ
っ
て
芸
っ
た
と
い
う
話
で
、
多
く
二

四
の
象
が
画
か
れ
て
い
る
。
二
十
四
孝
図
は
庶
民
教
育
に
役
立
つ

も
の
と
さ
れ
た
か
ら
、
多
く
の
板
本
が
あ
り
、
象
の
姿
も
様
々
で

あ
る
が
（
図
7
)、
そ
の
も
と
に
な
っ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
元

刊
本

『
全
相
二
十
四
孝
選
』
が
室
町
時
代
に
写
伝
さ
れ
、
初
刊
本

に
最
も
近
い
様
式
を
保
つ
と
推
定
さ
れ
る
絵
入
本
が
、
西
本
願
寺

の
写
字
台
文
庫
、
現
龍
谷
大
学
図
書
館
に
保
存
さ
れ
、
昭
和
二
十

一
年
に
故
禿
氏
祐
祥
教
授
の
解
題
を
附
し
て
全
国
書
房
か
ら
覆
印

さ
れ
て
い
る
（
図
8
)。
こ
の
覆
印
本
で
は
象
は
一
匹
で
、

通
常

四

象
の
絵
に
つ
い
て

四
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戸
喜
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翠
憂
尽
麿
：
｀
[

ニ

-
]
三
｀
姿
髯
こ
疇
、
図

二
十
四
孝
図
が

二
匹
で
あ
る
の
と
異
な
っ
て
い
る
し
、
蓬
か
に
リ

ア
ル
で
真
象
に
近
い
。
従
っ
て
二
十
四
孝
図
の
象
は
次
第
に
変
化

し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
儒
仏
共
に
象
に
ゆ
か
り
の
あ
る
菩
薩
や
聖
人
が
い
・

た
か
ら
、

一
般
庶
民
に
し
て
も
全
く
想
像
も
つ
か
ぬ
存
在
で
は
な

く、

江
戸
の
山
王
祭
の
糀
街
の
虐
人
行
列
（
実
は
朝
鮮
人
行
列
）

に
大
象
の
作
り
物
が
加
わ
り
、
人
び
と
の
眼
前
を
パ
レ
ー
ド
し

た
。
天
保
九
年
の

『東
都
歳
時
記
』
に
は
そ
の
バ
レ
ー
ド
の
図
が

あ
る
が
、

「寛
文
上
梓
江
戸
名
所
記
」
に
よ
っ
て
い
る
と
す
る
か

ら
、
享
保
の
象
の
以
前
の
も
の
で
あ
る
。

五

法••;，. ．． ．． ：~-..:べ：`・む・,.9・.'.：え．：;\ !?-: ·,, ·.•• . . . . ....-..,.. .. :;:- ••一t.. ；・...：;: ：.. ; : 
ゃ • ..,．9；比.:;.心．・-．．・.． J•.. ・ 

．．．．．ー・・- -.·,·•. ,.. •.... ... •. '. . . . . ・,, ・.・.....,.. ・: ..． ．．、;.· :―.t•ー：忍ぷ虚為··.i:':.. 
図8 『全相二十四孝選』の舜の大象
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画
譜
の
類
の
中
で
は
、
『
分
類
二
十
四
孝
図
』
（
天
保
十
四
年

刊
）
の

「
孝
感
動
天
」
と
題
す
る
小
田
海
他
の
因
の
舜
の
大
象
は

（
図
9
)、
耳
の
あ
た
り
ほ
従
来
の
廿
四
孝
の
象
の
画
法
で
あ
る

が
、
全
体
の
姿
は
真
象
の
趣
き
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

『
画
本
通
花
』
（
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
序
刊
、
皇
都
、
山
城

屋
佐
兵
衛
）
の
象
は
（
図
10)、
身
体
の
割
に
頭
が
小
さ
い
の
は

真
象
の
図
に
近
い
が
、
目
、
口
の
表
現
は
程
遠
い
も
の
で
、
必
ず

し
も
真
象
を
見
て
画
い
た
か
ど
う
か
疑
問
に
思
え
る
。

画
譜
の
中
で
最
も
注
目
に
値
す
る
の
は
、
磯
田
湖
龍
斎
の
『
混

雑
倭
草
画
』
下
巻
（
安
永
十
年
（
一
七
八

ー
）
）
刊
、
東
都
、

竹

川
藤
助
、
和
泉
屋
幸
次
郎
）
の
「
象
見
物
」
と
題
す
る
絵
で
（
図

11)、
左
頁
に
象
の
頭
部
前
足
を
大
き
く
画
き
、
そ
の
足
も
と
に

鳶
口
を
持
っ
た
象
造
い
、
柵
の
手
前
に
右
頁
に
わ
た
っ
て
男
女
、

武
士
、
町
人
、
子
供
連
れ
の
見
物
客
を
配
し
、
右
頁
の
左
端
、
絵

の
中
央
に
柱
を
画
い
て
そ
れ
に
象
が
鼻
を
巻
き
つ
け
て
い
る
。
極

め
て
良
く
画
け
た
図
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
浮
世
絵
画
家
と
し
て

の
湖
龍
斎
は
、
中
野
村
の
源
助
が
見
世
物
と
し
て
い
た
時
期
に
象

を
見
て
、
そ
の
風
景
を
写
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す

る
と
こ
の
図
は
、
彿
用
済
に
な
っ
て
以
後
の
享
保
の
象
の
姿
を
写

し
た
貴
重
な
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
享
保
の
象
を
画
い
た
絵
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
幸
に

中
井
履
軒
作
、
象
紐
の
印
よ
り
出
発
し
て

七
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図11 磯田湖竜斎の象見物の図
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し
て
関
西
大
学
図
書
館
で
は
二
点
を
保
有
し
て
い
る
。

一
点
は
掛
軸
仕
立
に
し
た
絵
で
（
口
絵
図
版
二
）
、
を
頭
に

し
た
象
の
絵
が
あ
り
、
左
下
に
「
資
則
之
印
」
陽
刻
角
印
、
「
有

(10) 

堅
」
の
鼎
印
、
「
晩
翠
」
陰
刻
角
印
、
の
三
印
が
あ
る
。
絵
は
稚

拙
の
感
を
ま
ぬ
が
れ
ぬ
が
念
を
入
れ
て
書
き
、
鼻
や
口
辺
の
毛
も

画
い
て
い
る
。
一
心
に
写
し
た
結
果
、
か
え
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
欠

く
結
果
に
な
っ
た
感
が
あ
る
。
上
部
三
分
の
二
は
画
賛
で
あ
る

が
、
伊
藤
長
胤
、
東
涯
の
手
に
な
る
。

享
保
戊
申
広
南
献
馴
象
己
酉
四
月
廿
六
日
入
京
詩
以
記
之

大
造
育
群
品
、
洪
繊
各
有
区
、
霊
椿
虚
伝
寿
、
鯖
鵬
談
亦
迂
、

惟
象
超
獣
倫
、
蕨
状
最
魁
梧
、
土
性
出
南
荒
、
万
里
風
気
殊
、

乃
能
隧
爾
尾
、
休
道
焚
其
謳
、
天
篤
種
宴
繁
、
騎
畜
如
牛
馨
、

既
比
三
獣
渡
、
又
説
象
盲
摸
、
羹
昔
応
永
年
、
貢
与
鵬
鵡
倶
、

伝
聞
不
詳
実
、
想
像
徒
按
図
、
方
今
丁
昌
運
、
醸
化
逼
海
隅
、

異
弁
来
絶
域
、
文
錦
自
勾
呉
、
又
見
広
南
界
、
底
貢
遠
乗
枠
、

渾
数
与
渾
綿
、
象
養
教
象
奴
、
葛
蕉
及
占
稲
、
観
飼
代
株
葱
、

控
勒
無
別
具
、
一
杖
形
如
交
、
拝
脆
解
人
語
、
行
止
随
指
呼
、

前
年
抵
長
崎
、
今
夏
駐
洛
都
、
麟
困
珊
其
鼻
、
擁
腫
檻
其
附
、

沿
路
人
堵
観
、
填
街
又
溢
街
、
異
物
幸
目
撃
、
宏
覧
足
破
拘
、

伊
藤
長
胤
書

□口

右
の
五
言
詩
は
『
詠
象
詩
』
の
中
に
採
ら
れ
て
い
る
。
絵
の
筆

者
は
な
お
見
出
し
得
な
い
が
、
恐
ら
く
京
都
に
当
時
居
た
、
古
義

堂
塾
に
近
い
人
で
あ
ろ
う
。

次
は
巻
子
本
、
「
象
之
絵
巻
物
」
一
軸
で
あ
る
（
口
絵
図
版

―
―
-
）
。
縦
二
七
•
五
セ
ン
チ
、
全
長
五

0
九
•
五
セ
ン
チ
、
最
初
に

(11) 

水
を
呑
む
白
象
を
画
き
、
つ
い
で
一
人
が
象
に
ま
た
が
り
、
二
人

が
従
う
図
、
次
に
三
人
が
象
の
周
囲
に
あ
っ
て
象
が
桶
に
鼻
を
入

れ
て
水
を
呑
む
図
、
次
は
一
人
が
騎
乗
、
二
人
が
従
う
後
姿
、
次

は
一
人
が
騎
乗
し
、
一
人
が
鼻
に
ぶ
ら
下
っ
た
姿
、
次
は
一
人
が

騎
乗
し
、
象
が
振
り
向
い
て
二
人
を
見
て
い
る
姿
、
次
は
塀
の
外

で
動
か
ぬ
象
を
一
人
が
足
に
縄
を
つ
け
て
牽
き
、
他
の
二
人
が
手

か
ぎ
で
前
進
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
、
こ
こ
で
侍
姿
の
二
人
が
先
禅

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
次
は
宮
殿
の
陛
前
で
象
が
足
を
折
っ
て
坐

し
、
顔
と
鼻
を
挙
げ
、
三
名
の
内
二
名
は
象
の
側
に
居
り
、
一
人

が
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
陛
上
に
は
右
に
二
名
、
左
に
三
名

の
公
卿
が
束
帯
姿
で
廊
上
に
坐
し
て
象
を
見
、
陛
の
正
面
は
み
す

が
下
っ
て
い
る
が
、
天
皇
（
又
は
上
皇
）
が
御
覧
に
な
っ
て
い
る

肱
を
示
し
て
い
る
。
頭
初
と
末
尾
に
「
探
香
」
の
陰
刻
印
が
あ

り
、
筑
前
の
画
家
尾
形
探
香
で
あ
る
。
図
柄
は
お
と
な
し
く
町
疇

に
描
き
、
絵
具
も
良
質
で
、
極
め
て
美
し
い
。

尾
形
探
香
は
塵
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
五
十
七
オ
で
死
ん
だ

が
、
三
十
八
才
以
降
晩
年
ま
で
探
香
を
款
し
て
い
る
と
い
う
か

八
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図12瑛源院蔵伝俵屋宗達の白象図杉戸絵

(12) 
ら
、
本
図
巻
は
嘉
永
元
年
(
-
八
四
八
）
以
降
の
作
品
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
象
に
従
う
人
物
が
す
べ
て
和
人
で
あ
る
点
は
享
保
の

姿
を
実
際
に
見
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
物
語
る
が
、
逆
に
彼
は
後

述
の
文
久
の
象
を
見
て
真
象
を
知
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

学
習
院
大
学
、
小
林
忠
教
授
の
教
示
に
よ
っ
て
細
見
実
氏
蔵
、

渡
辺
始
興
筆
、
白
象
図
屏
風
を
知
っ
た
。
頭
を
下
げ
、
背
を
ま
る

め
た
姿
は
、
小
林
教
授
よ
り
指
摘
を
う
け
た
京
都
蓑
源
院
の
伝
俵

屋
宗
達
の
杉
戸
絵
白
象
図

（
図
12
、
小
林
忠
著

『
江
戸
の
画
家
た

ち
』
よ
り
）
の
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

が
、
養
源
院
の
象
が
、
目
が
大
き
く
、
牙
が
長
く
、
耳
が
異
常
に

五

試

論

＿九

長
く
垂
れ
下
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
始
興
の
象
は
耳
も
牙
も
ま

と
も
で
、
頭
部
が
身
体
の
割
に
小
さ
く
、
真
象
を
見
た
為
で
は
な

い
か
と
疑
わ
せ
る
。

ま
た

r
巌
雪
名
画
選
』
に
は
大
橋
理
一
郎
氏
蔵
の
六
曲
屏
風
、

鹿
苑
寺
蔵
の
「
白
象
遊
童
図
」
六
曲
屏
風
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

始
興
に
し
て
も
、
芦
雪
に
し
て
も
、
応
挙
に
し
て
も
、
親
し
く

真
象
を
見
、
或
い
は
真
象
を
写
し
た
絵
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た

人
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
画
く
所
の
象
は
必
ず
し
も
、
小
田
海

燭
磯
田
湖
龍
斎
や
『
象
之
絵
巻
物
』
な
ど
の
よ
う
な
写
実
性
に

は
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
い
か
に
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。

私
は
こ
こ
で
、
享
保
十
一
年
十
二
月
に
、
吉
宗
が
象
を
牽
渡
る

べ
く
命
じ
た
の
に
答
え
た
呉
子
明
の
諮
害
を
思
い
出
す
の
で
あ

る
。
そ
れ
は

『
和
漢
寄
文
』
に
あ
り
、

『
通
航
一
覧
』
巻

一
七
五

に
も
引
用
し
て
い
る
東
京
船
主
呉
子
明
の
諮
密
で
あ
る
。
最
も
重

要
な
部
分
は
、
呉
子
明
の
中
文
に
は
な
く
、
そ
れ
を
和
解
し
た
影

城
藤
次
右
衛
門
の
日
文
の
中
に
あ
る
。
呉
子
明
の
「
私
御
請
申
上

牽
渡
可
申
候
」
と
い
う
句
の
次
に

白
象
は
、
常
に
こ
れ
な
く
候
付
、
灰
毛
の
象
牽
渡
可
申
よ
し
に
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御
座
候

と
い
う
聞
き
書
が
双
行
で
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
語
に
よ
れ
ば
、
吉
宗
の
注
文
は
白
象
を
ひ
き
渡
れ
と
命
じ
た

に
違
い
な
い
。
白
象
と
灰
象
と
分
け
て
考
え
て
み
る
と
、
普
賢
菩

薩
を
乗
せ
た
象
も
、
舜
の
田
を
耕
し
た
象
も
白
象
で
あ
る
こ
と
、

磯
田
湖
龍
斎
の
「
象
見
物
」
の
象
に
は
黒
い
色
が
つ
い
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
『
象
之
絵
巻
物
』
は
最
初
に
白
象
を
書
き
、
そ
れ
以

後
は
す
べ
て
灰
象
が
画
い
て
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
の
で
あ
る
。

東
涯
賛
の
象
も
又
灰
色
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
普
賢
菩
薩
を
乗
せ
、
舜
の
田
を
耕
す
象
は
白
象
で
あ

り
、
神
象
で
、
牽
き
渡
ら
れ
た
灰
象
、
そ
し
て
生
き
て
い
る
真
象

と
は
違
う
の
で
あ
る
。
白
象
は
何
処
か
に
神
性
を
持
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
完
全
な
写
実
的
な
も
の
で
は
困
る
の
で
あ

ろ
う
。
そ
う
思
っ
て
『
象
之
絵
巻
物
』
の
白
象
と
灰
象
と
を
比
較

す
る
と
、
色
の
ほ
か
に
、
目
の
上
の
眉
が
灰
象
に
は
毛
を
書
く
が

白
象
に
は
な
く
て
波
状
に
な
っ
て
お
り
、
鼻
と
牙
は
白
象
の
方
が

や
や
長
く
書
か
れ
て
い
る
。

渡
辺
始
興
は
真
象
を
見
て
知
っ
て
い
る
か
ら
、
俵
屋
宗
達
の
象

の
よ
う
な
目
や
牙
や
耳
は
画
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
白
象
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
写
実
に
徹
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
五
井
蘭
洲
の
い
う
よ
う
に
、
「
諸
人
あ
ま
ね
く
真
象
を
見

て
、
こ
れ
迄
の
象
の
よ
か
ら
ぬ
を
し
」
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で

は
神
性
を
白
象
に
如
何
に
表
わ
す
か
と
い
う
別
の
問
題
が
発
生

し
、
白
と
灰
と
の
画
き
分
け
が
必
要
に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。

最
後
に
、
文
久
の
象
の
資
料
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。

ま
ず
翠
栄
堂
露
居
の
白
象
を
相
撲
取
が
引
く
浮
世
絵
が
あ
る
。

赤
い
引
網
を
つ
け
、
な
か
な
か
美
し
い
。
次
に
関
西
大
学
図
書
館

に
あ
る
「
南
地
大
評
判
の
大
象
、
大
都
会
ふ
し
」
と
あ
っ
て
笑
福

亭
松
橋
作
の
戯
文
を
書
き
、
灰
象
が
水
を
呑
む
図
を
配
し
た
ち
ら

し
、
太
夫
元
、
松
坂
の
鳥
屋
熊
吉
の
名
で
見
世
物
へ
の
来
場
を
誘

う
文
と
灰
象
が
鼻
で
諮
を
束
ね
て
ふ
り
あ
げ
て
い
る
図
を
画
い
た

ち
ら
し
、
こ
の
両
者
は
象
の
姿
が
写
実
的
で
よ
く
で
き
て
い
る
。

次
に
家
蔵
の
ち
ら
し
で
「
天
竺
渡
り
生
大
象
」
と
し
、
太
夫
元
横

浜
の
杉
山
吉
造
の
名
で
口
上
を
書
き
、
白
象
に
象
造
い
が
二
人
つ

き
、
象
の
背
で
は
一
人
が
樽
廻
し
の
曲
芸
を
演
じ
て
い
る
ち
ら
し

も
文
久
の
象
の
関
係
資
料
で
あ
る
。

神
戸
大
学
住
田
文
庫
に
は
「
天
竺
舶
来
大
象
之
写
真
」
（
て
り

ふ
り
丁
え
び
す
や
）
、
「
天
竺
舶
来
大
象
之
図
」
（
雨
伊
勢
庄
）

の
浮
世
絵
が
あ
り
、
共
に
西
両
国
で
の
興
業
の
時
の
象
の
絵
で
あ

る。
し
か
し
、
最
高
の
資
料
は
懐
徳
堂
に
蔵
す
る
玉
手
棠
洲
の
象
図

で
あ
ろ
う
（
口
絵
図
版
四
）
。
「
疫
應
丙
寅
春
、
八
九
翁
棠
洲
」

四
〇



註(1
)

 

大
庭

の
落
款
が
あ
り
、
象
は
文
久
三
年
に
横
浜
に
来
て
翌
々
年
大
坂
に

来
た
と
い
う
か
ら
慶
応
元
年
に
大
坂
に
運
ば
れ
た
わ
け
で
、
慶
応

丙
寅
春
慶
応
二
年
(
-
八
八
六
）
、
は
ま
さ
し
く
そ
の
時
期
で
あ

る
。
右
辺
の
落
款
に
対
し
左
辺
に
並
河
寒
泉
の

魁
貌
偉
突
性
寛
而
剛
四
蹄

君
子
其
奈
横
行
革
翁

と
の
賛
が
あ
る
。
絵
は
灰
象
、
比
較
的
早
い
タ
ッ
チ
で
巧
み
に
象

の
特
色
を
把
え
、
画
き
尽
し
た
感
が
あ
っ
て
、
ま
さ
し
く
八
十
九

歳
の
画
筆
と
嘆
じ
し
め
る
。
江
戸
時
代
の
早
期
と
晩
期
、
白
象
と

灰
象
な
ど
、
養
源
院
の
俵
屋
宗
達
の
白
象
図
杉
戸
絵
と
あ
い
対
比

で
き
る
作
品
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ま
た
肥
田
皓
三
教
授
の
所
蔵
に
菅
其
翠
の
画
＜
象
の
図
が
あ

る
。
「
丙
寅
冬
十
月
其
翠
写
」
と
あ
る
の
は
棠
洲
と
同
年
の
慶
応

二
年
丙
寅
で
あ
る
こ
と
論
を
ま
た
な
い
。
頭
部
、
鼻
な
ど
に
毛
を

画
き
若
い
象
の
姿
が
よ
く
写
生
さ
れ
て
い
る
（
口
絵
図
版
五
）
。

若
し
中
井
履
軒
の
生
卒
年
が
も
う
少
し
遅
れ
て
い
て
、
こ
の
文

久
の
象
を
見
る
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
、
彼
の
象
紐
印
は
更
に
工
夫

が
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

脩
『
江
戸
時
代
の
日
中
秘
話
』
第
七
章
象
の
旅

中
井
履
軒
作
、
象
紐
の
印
よ
り
出
発
し
て

一
九
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(
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四

八
0
年
五
月
東
方
書
店
刊

市
川
真
一
『
授
業
が
い
き
る
歴
史
四
方
山
話
』
下

年
六
月
あ
ゆ
み
出
版
刊

な
お
谷
崎
潤
一
郎
が
明
治
四
十
一
＿
一
年
に
書
い
た
「
象
」
と
い

う
戯
曲
形
式
の
作
品
は
こ
の
象
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

高
島
春
雄
『
動
物
渡
来
物
語
』
一
九
五
五
年
四
月
学
風
書

院
刊
こ
の
象
の
こ
と
は
『
耳
嘆
』
巻
―
―
―
―
に
見
え
る
。

「
五
井
蘭
洲
の
新
題
和
歌
百
首
」
長
谷
川
雅
樹
関
西
大
学

第
一
中
高
等
学
校
『
研
修
』
一
〇
一
九
六

0
年
三
月
刊

山
下
幸
子
「
享
保
の
象
行
列
」
『
地
域
史
研
究
』
ニ
ー
ニ

一
九
七
二
年
一

0
月
刊

な
お
淀
を
通
過
し
た
時
の
記
録
が
京
都
博
物
館
に
あ
る
。

服
部
幸
雄
象
引
考
証
小
笠
原
恭
子
編
『
歌
舞
伎
の
世
界
』

所
収
一
九
八
八
年
三
月
有
精
堂
刊

小
林
忠
『
江
戸
の
画
家
た
ち
』
一
九
八
二
年
一
月
ぺ
り

か
ん
社
刊
一
六

0
頁

註
(

8

)

一七

0
頁

永
井
章
子
「
渡
来
大
象
之
図
」
『
籍
苑
』
関
西
大
学
図
書
館

報
二
五
一
九
八
七
年
九
月

近
年
、
某
書
陣
の
目
録
中
に
象
之
図
を
見
た
。
そ
の
説
明
で

は
、
竪
五
二

x
八
0
糎
、
木
版
彩
色
刷
画
で
、
化
政
頃
と
年
代

を
推
定
し
て
い
る
。
晋
郭
景
純
（
不
明
）
の
賛
を
書
き
、
そ
の

あ
と
に
「
享
保
十
三
年
戊
申
六
月
広
南
口
貢
、
其
象
己
酉
四
月

0

0

0

0

0

0

0

0

 

廿
六
日
入
京
師
、
因
額
其
状
井
賛
刊
布
」
と
あ
る
。
そ
れ
で
書

一
九
八
四



(
1

2
)
 

中
井
履
軒
作
、
象
紐
の
印
よ
り
出
発
し
て

眸
は
、
原
画
は
そ
の
際
に
刊
布
さ
れ
た
も
の
か
と
説
明
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
目
録
掲
載
の
写
真
に
よ
る
と
、
そ
の
姿
、
稲

図
は
こ
の
白
象
に
よ
く
似
て
い
る
。
た
だ
色
は
灰
色
の
よ
う
で

あ
る
。
現
物
を
見
て
い
な
い
の
で
、
確
言
は
で
き
な
い
が
、
こ

の
白
象
を
画
い
た
楳
図
は
も
と
ず
く
何
か
が
あ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。

京
都
国
立
博
物
館
学
芸
課
、
狩
野
憚
幸
氏
の
教
示
を
得
た
。

本
秘
は
未
知
の
分
野
が
多
か
っ
た
の
で
、
絵
画
に
関
し
て
は
小
林
忠

教
授
、
早
川
聞
多
教
授
に
、
江
戸
時
代
の
芸
能
史
関
係
に
つ
い
て
ほ
肥

田皓一ー
一教
授
に
教
示
を
得
、
恢
徳
堂
関
係
査
料
は
岸
田
知
子
さ
ん
、
関

西
大
学
図
害
館
関
係
資
料
は
永
井
（
現
長
谷
）
章
子
さ
ん
の
助
力
を
得

た
。
感
謝
い
た
し
た
い
。

追
記
原
稲
提
出
後
、
関
西
大
学
図
害
館
で
は
更
に
新
資
料
を
購
得
し

た
。
そ
れ
は
享
保
十
四
己
酉
歳
五
月
吉
日
、
江
戸
三
十
間
堀
六
町
目
象

浣
屋
清
八
板
元
の
象
の
か
わら
版
で
あ
る
。
縦
四
六•
五
セ
ン
チ
、

横

三＿

一七
ソ
チ
の
墨
刷
、
黒
い
象
に
中
国
人
風
の
象
つ
か
い
が
手
か
ぎ
を

持
っ
て
乗
っ
て
い
る
図
が
あ
り
、
象
に
関
す
る

一
般
的
な
説
明
、
つ
づ

い
て

「象
の
年
六
歳
長
サ
一
丈
証
サ
五
尺
余
四
足
廻
リ
一
尺
五
寸
程
昇

の
長
サ
四
尺
程
鼻
の
廻
リ
ー
尺
五
寸
牙
の
長
サ
一
尺
―

-l-
＿寸
但
し
上
あ

ご
よ
り
出
る
眼
三
寸
形
ハ
笹
の
葉
の
ご
と
し
」
と
実
際
に
来
た
象
の
寸

法
を
密
き
七
言
律
詩
を
四
い
て
い
る
。

（
関
西
大
学
教
授
）

四




